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「理系と文系の交差点に大きな価値がある」
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http://bookclub.kodansha.co.jp/product?item=0000186888

人間 技術

イノベーション

行動経済学 スマート
グリッド

社会的問題解決



行動経済学とは何か

l人間はホモエコノミカス(経済人)に非ず
l生身の人間の限定合理性とバイアスに注目
lヒューリスティクス(近似)とナッジ(誘導)が有効
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スマートグリッドとは何か
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lスマートメーターの全国展開
lHEMSの早期普及促進
lマニュアルDRからオートDRへのアップグレード
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l 需要側の節電を、ネガワット供給
力として、卸電力市場で取引。

l 需要側を束ねるアグリゲーターが、
ネガワットの取引費用を最小化。

l マニュアル(手動)・デマンド・レ
スポンスから、オート(自動)・デ
マンドレスポンスへの筋道を。

l 電力システム安定化に必要なアン
シラリー・サービスに需要側の調
整力を取り入れ。



4地域スマートコミュニティ社会実験
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l 経済産業省・４地域の産官学＋住プロジェクト
l 京大チームは経済アドバイザーとして参加



けいはんな学研都市の社会実験
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l 691世帯をランダムに、①介入を受けないコントロール
153世帯、②節電要請トリートメントを受ける154世帯、
③変動料金トリートメントを受ける384世帯に割当。

節電要請 変動電気料金



効果の馴化は見られるか？
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l 節電要請は平均3%、 変動料金は平均17%の効果
l 節電要請は当初8%の効果もすぐに消滅(馴化あり)
l 変動料金はほぼ15%の効果を維持(馴化なし)

2012年夏



横浜市の社会実験(現状維持)
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l 2,153世帯をランダムに、①コントロール697世帯、②変動
料金へのオプトイン勧誘を受ける486世帯、③情報提供
(シャドービル)を受ける468世帯、④キャッシュ(6,000円)
を受ける502世帯に割当。

l オプトイン勧誘Gでは、
変動料金加入率16%。

l シャドービルGでは、
加入率は倍の31%。

l キャッシュGでは、加
入率は3倍の48%。
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加入率と節電率の逆行
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l オプトイン勧誘Gでは、節電率19%(TOU)～32%(CPP)。
l シャドービルGでは、節電率6%(TOU)～16%(CPP)。
l キャッシュGでは、節電率11%(TOU)～19%(CPP)。
l 加入率と節電率は、概して反対に動く！

CPP TOU

l 人間は思った通りには動かない存在
l 素晴らしいシステムを作っても画餅と化すリスク



東急とのJST_CREST事業共同調査
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l 変動料金は節電に効果があるが、消費者に人気がない。
l 2016年4月電力全面自由化によって、消費者は事業者・料
金を自由に選べるようになった。

l ナッジ(情報提供)を通じて、消費者の省エネ・節電を助ける。

l 横浜市東急田園都市線の
フィールド共同調査。

l HEMS機器を設置している
1,063世帯対象。

l 実施期間：2016年2月(自
由化前)・2016年11月(自
由化後)。

東急との省エネ共同事業



情報提供による損得勘定
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l 一般の消費者は変動料金移行による損得が勘定できない。
l 2015年スマメデータに基付いて、一律料金と変動料金の損
得勘定(シャドービル)を計算してあげる。

l コントロール531世帯、トリートメント532世帯に割り当
て、変動料金選択の事前意思と事後選択を調査する。
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変動料金が得な世帯

変動料金が損な世帯

収入中立性
平均損得はゼロ

シャドービル ＝ 固定料金支払額 ー 変動料金支払額



事前意向の変化(自信過剰)
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l 情報がない場合、変動料金の方が126円得(月間)だと回答。
l 平均損得ゼロに料金設計されているので、自信過剰傾向。
l 変動料金が得な方に情報を与えても、評価は変わらない。
l 変動料金が損な方に情報を与えると、評価は238円下がる。
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事後選択の変化(損失回避)
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l 情報がない場合、変動料金の選択率は14.6%。
l 変動料金が得な方に情報を与えると、変動料金の選択率は
3.8%上がる(統計的には非有意)。

l 変動料金が損な方に情報を与えると、変動料金の選択率は
8.2%下がる(統計的に有意) 。
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l 情報のパラドックス：情報を伝えると、損失回避のために、
かえって変動料金の選択率が下がる！



北九州市城野地区ゼロカーボン地帯
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l 最大600世帯のW発電(太陽光・燃料電池等)。
l 創エネ・蓄エネのデータ収集・分析。
l ライフスタイルに合ったリバウンド抑止の助言。
l 固定価格買取制度終了後のエネルギーマネジメントの検討。



最先端W発電世帯の行動分析
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l W発電世帯の電力消費・発電パターン例。
l 発電の夏期主力電源は太陽光、冬期主力電源は燃料電池。
l W発電による油断・リバウンド発生の危険性。
l CO2排出量125kg-CO2。CO2削減量210kg-CO2。
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l 今後、同地で世界最先端のゼロカーボン・フィールド構築
を進め、ZEHのデータ収集・分析を行う。
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技術と社会をつなぐ経済学
人間をどうシステム設計に入れるか

研究
開発

技術
実証

社会
実証

社会
実装

社会
普及

ご清聴有り難うございました


